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　株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上
げます。

第43期の業績について
　第43期におけるわが国経済は、企業収益や雇用の改善により
緩やかな回復基調で推移しましたが、個人消費の回復の遅れ、株
価や為替の変動などにより、景気の先行きについては不透明な
状況となりました。当社市場におきましては、既存家屋の保全意
識は依然として高かったものの、消費者マインドの停滞と人材採
用の競争激化が、当社にとって逆風となりました。
　このような状況下、当社は2015年４月に奈良支店を新規開設
しました。また、白蟻防除のトップシーズンに当たる第１四半期を
中心に積極的な広告宣伝・販促活動を展開して、新規受注の増加
に努めるとともに、既存物件のアフターメンテナンスを通じた白
蟻更新防除並びに関連サービスの受注に注力しました。組織面
では、人員の採用・育成をより推進するため、人事関連および人
材開発部門の再編を行ないました。また、ガバナンス強化のため、
2015年６月に社外取締役を増員しました。
　こうした取り組みの結果、白蟻対策サービス（白蟻新規/更新防
除）売上高が前期比3.7％増、湿気対策サービス（床下等換気シス
テム）売上高が同5.0％増、地震対策サービス（基礎補修・家屋補
強）売上高が同6.7％増と、各区分とも実績を伸ばし、総売上高は

同604百万円増の13,273百万円となりました。
　一方、施工効率の向上による労務費率の低下とガソリン価格
の下落に伴い、売上原価率が0.4ポイント低下しましたが、人件
費率の上昇と、求人費並びに減価償却費等の増加により、販売
費及び一般管理費率が0.9ポイント上昇しました。この結果、営
業利益は前期比32百万円増の2,332百万円となり、経常利益は
営業外収益の減少により同９百万円減の2,339百万円となりまし
た。当期純利益は、特別損益が無かった（前期は特別損失20百万
円を計上）ことや、税制改正に伴う法人税率等の引き下げの影響
により同73百万円増の1,485百万円となり、過去最高益を更新
しました。

第44期の業績見通しについて
　第44期においては、堅強な経営体制と財務体質を基盤として、
着実に新規営業エリアの開拓、既存エリアの深耕を図るととも
に、認知度の向上並びに既存のお客様とのリレーション強化に努
めることで増収を図ってまいります。
　農協等との提携においては、昨今の農協改革の流れの中で、収
益事業の開拓を模索している農協を中心に、新規提携を推進して
まいります。営業活動においては、例年同様、ＣＭ放送、新聞折込
等の販促活動を積極的に展開します。特に上半期においては、
2016年８月公開の映画「ゴーストバスターズ」とタイアップした

経営理念実現のため、
事業拡大を着実に
進めてまいります。

代表取締役社長

宗政 誠

トップメッセージ
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※2016年３月期実績に基づく事業内容とサービス別売上構成 

売上高
建物に害を及
ぼす白蟻の発
生予防と駆除
施工です。施工
後５年間の保証
期間中は毎年１
回のアフターメ
ンテナンス（定
期点検）を実施
しています。

白蟻防除施工その他

基礎補修・家屋補強施工

害虫・害獣防除

白蟻防除の付帯工事
リフォーム

オフィスビル・飲食店等を対象にゴキブリ・ネズミ等の害虫・
害獣防除や、快適な空間を維持するための総合的な環境
改善提案を行ないます。
また、お客様のニーズにあったリフォーム等を行なって
います。

万が一を考えて地震対策を望まれるお客様のために、基礎
の亀裂を補修し、強度回復を図るとともに、表面劣化を抑制
する基礎補修施工や、木造家屋の接合部を金物で補強する
家屋補強システム施工などを行なっています。

床下等換気システム施工

白蟻の発生や柱が腐ることを防ぐには湿気対策が必要にな
ります。そのため床下等換気扇取付施工と調湿材敷設施工
を行なっています。

42.3％29.2％

24.0％

4.5％

PR活動を展開します。また、日本気象協会とのタイアップ企画とし
て「シロアリ前線」を発信しています。
　こうした取り組みにより、総売上高は前期比1,196百万円増の
14,470百万円を見込んでいます。
　損益面では、前期において、退職給付制度の対象となる従業員
の退職率の低下に伴い退職給付債務を再計算した結果、退職給
付債務が大きく増加したことに加え、年金資産の運用利回りがマ
イナスに転じたことで、多額の数理計算上の差異が発生した結
果、今期において退職給付費用404百万円（前期は26百万円）の
計上を見込んでいます。この影響で、営業利益は前期比164百万
円減（7.1％減）の2,167百万円、経常利益は同165百万円減（7.1
％減）の2,174百万円、当期純利益は同67百万円減（4.6％減）の
1,417百万円と予想しています。

配当予想について
　第43期の期末配当金は、１株当たり40円とさせていただきまし
た。今後は、中間配当と期末配当の年２回の配当を行なうことを
基本方針とし、第44期の配当金については、中間配当金として
23円、期末配当金として23円、年間配当金としては１株当たり
46円と予想しています。今期は減益を予想しておりますが、フ
リーキャッシュフローは増加すると見込んでいますので、その配分
として、増配を行ないたいと考えております。
　当社は今後も、持続的成長と中長期的な企業価値向上のた
め、堅強な経営体制ならびに財務体質を基盤として、業容の拡大
ならびにサービス品質の向上に努めてまいります。
　株主の皆様におかれましては、今後ともご支援を賜りますよう
お願い申し上げます。
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経営理念・経営計画

　当社は、白蟻対策と地震対策を主軸とした総合ハウスメンテ

ナンスサービスでお客様に「安全」「安心」「快適」を約束すると

ともに、既存住宅の長寿命化を推進することで、環境を守るこ

とを目指しております。そのために、当社は優秀な人材を育成

し、技術の向上を図ってまいりました。

　今後とも、当社サービスの品質を向上することで、お客様の

満足度を上げてまいります。また、事業展開によって、あらゆる

ステークホルダーから信頼されるとともに、社会の課題を解決

してまいります。

営業エリア拡大に向け、未提携農協等へのアプローチを
いっそう強化します。

当社認知度の向上を図るとともに、社員のモチベーション
をいっそう向上させることで、経営効率を高めます。

意思決定のスピードと推進力をいっそう向上し、中長期的
成長に資する革新的施策を立案・遂行します。

　現在、中古住宅の流通・活用を促進する計画が国策として展

開されています。当社の主力事業は、この計画に合致してお

り、今後もニーズが高まっていくと見ています。

　一方、昨今の消費マインドの低迷が、当社業績の伸びを弱め

る一因となっていますが、オリンピックに向け、中期的には改善

基調が強まっていくと見られます。

　しかし労働需給は今後も逼迫が続き、人材確保が厳しさを

増すと見られます。

　そうした環境の中、当社は中期的な戦略として３つのスロー

ガンを掲げました。これに基づく実行計画を着実に推進し、こ

の3ヵ年で、更なる成長への基盤固めをしてまいります。

経営理念

営業エリア開拓・深耕のペースアップ

企業としての魅力アップ

経営改革力、企画推進力のパワーアップ

中期経営計画
（2017年3月期～2019年3月期）

人と技術を育て、人と家と森を守る 中期経営戦略 ～持続的成長に向けた３ＵＰ～

業績目標

1UP1UP

2UP2UP

3UP3UP

営業利益売上高

2014年３月期
（第41期）

2015年３月期
（第42期）

2016年３月期
（第43期）

2017年３月期
（第44期）
計画

2018年３月期
（第45期）
計画

2019年３月期
（第46期）
計画

12,924 12,669 13,273
14,470

15,500
16,700

2,570
2,299 2,332 2,167

2,746
3,050

（百万円）
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トピックス

当社は、2016年８月19日（金）公開の新作映画『ゴーストバスターズ』とタイアップ企
画を実施しています。企画の一環として、タイアップロゴを用いたテレビCMやチ
ラシ等を作成し、白蟻被害に対する注意を促しています。今年の夏、アサンテ
はシロアリバスターズとして大活躍！

●2015年11月21日（土）
●2015年12月５日（土）
●2016年２月26日（金）、27日（土）
●2016年5月18日（水）
●2016年６月４日（土）
●2016年８月26日（金）、27日（土）
●2017年2月24日（金）、25日（土）

「東京ＩＰＯ ＩＲセミナー2015」
個人投資家説明会（静岡県藤枝市）

「ＩＲフォーラム2016 大阪」
決算説明会（機関投資家・アナリスト向け）
個人投資家説明会（広島県広島市）

「日経ＩＲ・投資フェア2016」（予定）
「東証IRフェスタ2017」（予定）

ＩＲイベント開催情報

その他のＩＲイベント等につきましては、
当社ホームページに随時公開してまいりますのでご参照ください。

TM&©2016CTMG,All Rights Reserved.

８月19日（金）
ロードショー
3 0 年 前に世 界
中を席巻した待
望 の 大ヒットシ
リーズ が 、超 豪
華キャスト共 演
で再始動！
理 系 女 子（リケ
ジョ）が新生ゴー
ストバスターズと
して、この夏ゴー
ストたちをバス
ター開始！

アサンテは映画『ゴーストバスターズ』を
応援しています！

当社
テレビCM

折込
チラシ
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＜当社研究開発室 箕浦るん＞

ヤマトシロアリとの比較から見えるイエシロアリの被害実態
京都大学
生存圏研究所・
居住圏環境共生分野
京大博士（農学）

吉村 剛 教授

2016年４月12日（火）にプレス向けセミナーを開催しました。京都大学の吉村剛教授より、イエシロアリの被害の
実態などの貴重な情報をご教示いただいた他、当社研究開発室より、小笠原諸島でのシロアリ生息域調査の
ご報告を行ないました。

数、加害範囲が大きく関係します。摂食能力を比較すると、ヤマ
トシロアリ１個体あたりの最大摂食量は、イエシロアリの60％
程度ですが、体重換算では両者とも大きな差は無く、体の大き
さの違いという要素がより重要という結果が出ています。
　コロニーにおける個体数は、従来ではヤマトシロアリは数
万頭で、イエシロアリより規模が小さいと言われてきました
が、両種とも数十万頭というデータも報告されています。
　しかし、加害範囲に関しては、イエシロアリは乾燥や低温、
高CO2濃度状態などの環境変化への適応能力も比較的高
いため、行動範囲が広く数千ｍ2にも及ぶと推定されます。総
合的に見て、ヤマトシロアリとイエシロアリの被害における激
しさの違いは、職アリの体の大きさと活動性によるところが
大きいと言えるでしょう。
　今後、より環境と調和した未来志向型のシロアリ防除シス
テムを構築する上で、これら２種類の違いを正確に理解する
ことはますます重要になると思われます。

　日本において最も重要な地下シロアリであるヤマトシロア
リ（写真右）とイエシロアリ（写真左）では、兵蟻はこの写真の
ように明らかに形が異なり、ヤマトシロアリの方が大きい場
合もあります。しかし、職蟻ではその形は良く似ていますがイ
エシロアリの方が明らかに大きく、加害習性もかなり異なる
と言われています。特にイエシロアリは、被害の進行が非常
に早いことと被害範囲が広範囲に及ぶことが特徴です。
　被害の激しさには、個体の摂食能力とコロニー（巣）の個体

シロアリ探知犬による小笠原諸島でのシロアリ生息域調査

　2016年2月、小笠原諸島にて当社のシロアリ探知犬によ
るシロアリ生息域調査を行ないました。
　小笠原ではイエシロアリの被害が激しく、1992年から
行政が主体となり本格的な対策が始まりました。しかし、
山中でのイエシロアリ生息確認作業を人間の力だけで行
なうには限界がありました。そこで小笠原村役場は、新た
な手法として「シロアリ探知犬」による調査の有効性を検
証することとして、2006年からシロアリ探知犬を導入して
いる当社が調査依頼を受けました。
　当社のシロアリ探知犬は、小笠原諸島の母島で７日間、
計141カ所の樹木を調査し、そのうち４カ所に反応を示し
ました。現在、シロアリ探知犬が反応した樹木を掘り起こし

て確認作業を行なってい
ます。ここからイエシロア
リの巣が見つかれば、人間
では探知不能であった樹木
に対しても調査可能である
と実証されたことになるた
め、小笠原のイエシロアリ
調査にシロアリ探知犬を活
用していく可能性がありま
す。当社においても、家屋だ
けでなく地域に生息するシ
ロアリの生息実態調査への
活用を検討してまいります。※イメージ図（国交省資料を基に当社作成）

　近年の住宅政策は、少子高齢化や地球温暖化などの社会的
課題に対応するため、住生活基本法（2006年）や住生活基本
計画を策定し、既存住宅の活用を推進しています。量的に充足
した住宅ストックを活用すれば、建替え減少に伴うＣＯ２の排出
削減、少子化の要因となる一世代あたりの住宅投資の負担軽
減、急増する空き家の抑制などの効果が期待できます。
　しかし、既存住宅活用型市場の柱である住宅リフォーム市場
規模と中古住宅流通シェアは、2011年の住生活基本計画で目
標値が設定されたにも関わらず、ともに伸び悩んでいます。こ
の原因の一つは、日本が依然として新築中心の業界慣習から
抜け出せていないことです。住宅が資産ではなく、一律に経年
減価する「消費財」として評価されてきた結果、国民が住宅に投
資してきた累計額（1969年以降）に対し、現在の住宅ストック
の資産評価額は500兆円以上下回っています（グラフ参照）。
この実態が消費者の適切な維持管理や柔軟な住み替えの意欲
を削ぎ、既存住宅流通の大きな壁となっています。

　今年３月、５年毎の見直しを経て新たな住生活基本計画が閣
議決定されました。少子高齢化・人口減少問題に対応するため
掲げられた８つの目標のうち、当社と密に関わるものは、「住宅
すごろくを超える新たな住宅循環システムの構築」、「強い経済
の実現に貢献する住生活産業の成長」です。
　住宅購入でゴールという従来の「住宅すごろく」を超えるた
めには、適切な維持管理やリフォームを施した既存住宅が市場
で評価され、資産として次世代へ承継される、新たな流れの創
出が必要です。この施策の一つとして、既存住宅の価値の評価
基準となる「既存住宅インスペクション・ガイドライン」（国土交
通省・2013年）と「中古戸建て住宅に係る建物評価の改善に向
けた指針」（同・2014年）が既に示されています。これらの評価
項目には「蟻害・腐朽」「基礎のひび割れ」などがあります。これ
らは構造耐力上の安全性や資産価値を低下させる要因とみな
されており、住宅価値を維持するためには対策が不可欠と言え
ます。
　白蟻対策・地震対策を主軸としている当社は、既存住宅の長
寿命化と住宅価値の維持に、大きく貢献することができます。
国が中古住宅市場規模の倍増を目標としている今、当社事業
にも追い風が吹きつつあります。

新たな住生活基本計画（2016年）での目標値

2013年実績 2025年目標値

リフォーム市場規模 7.5兆円 12兆円

中古住宅市場規模 ４兆円 ８兆円

賃貸・売却用等以外
の空き家数

318万戸
（住宅総数の5.2％）

400万戸
程度に抑制

既存住宅活用に向けた課題 新たな住生活基本計画（2016年３月 閣議決定）

事業環境について

住宅投資額累計住宅資産額

住宅資産額と住宅投資額累計

1983 1998 2013

893

349

（兆円）

0

250

500

750

1,000

1969

05

010_0013401302806.indd   5 2016/06/15   9:59:54



＜当社研究開発室 箕浦るん＞

ヤマトシロアリとの比較から見えるイエシロアリの被害実態
京都大学
生存圏研究所・
居住圏環境共生分野
京大博士（農学）

吉村 剛 教授

2016年４月12日（火）にプレス向けセミナーを開催しました。京都大学の吉村剛教授より、イエシロアリの被害の
実態などの貴重な情報をご教示いただいた他、当社研究開発室より、小笠原諸島でのシロアリ生息域調査の
ご報告を行ないました。

数、加害範囲が大きく関係します。摂食能力を比較すると、ヤマ
トシロアリ１個体あたりの最大摂食量は、イエシロアリの60％
程度ですが、体重換算では両者とも大きな差は無く、体の大き
さの違いという要素がより重要という結果が出ています。
　コロニーにおける個体数は、従来ではヤマトシロアリは数
万頭で、イエシロアリより規模が小さいと言われてきました
が、両種とも数十万頭というデータも報告されています。
　しかし、加害範囲に関しては、イエシロアリは乾燥や低温、
高CO2濃度状態などの環境変化への適応能力も比較的高
いため、行動範囲が広く数千ｍ2にも及ぶと推定されます。総
合的に見て、ヤマトシロアリとイエシロアリの被害における激
しさの違いは、職アリの体の大きさと活動性によるところが
大きいと言えるでしょう。
　今後、より環境と調和した未来志向型のシロアリ防除シス
テムを構築する上で、これら２種類の違いを正確に理解する
ことはますます重要になると思われます。

　日本において最も重要な地下シロアリであるヤマトシロア
リ（写真右）とイエシロアリ（写真左）では、兵蟻はこの写真の
ように明らかに形が異なり、ヤマトシロアリの方が大きい場
合もあります。しかし、職蟻ではその形は良く似ていますがイ
エシロアリの方が明らかに大きく、加害習性もかなり異なる
と言われています。特にイエシロアリは、被害の進行が非常
に早いことと被害範囲が広範囲に及ぶことが特徴です。
　被害の激しさには、個体の摂食能力とコロニー（巣）の個体

シロアリ探知犬による小笠原諸島でのシロアリ生息域調査

　2016年2月、小笠原諸島にて当社のシロアリ探知犬によ
るシロアリ生息域調査を行ないました。
　小笠原ではイエシロアリの被害が激しく、1992年から
行政が主体となり本格的な対策が始まりました。しかし、
山中でのイエシロアリ生息確認作業を人間の力だけで行
なうには限界がありました。そこで小笠原村役場は、新た
な手法として「シロアリ探知犬」による調査の有効性を検
証することとして、2006年からシロアリ探知犬を導入して
いる当社が調査依頼を受けました。
　当社のシロアリ探知犬は、小笠原諸島の母島で７日間、
計141カ所の樹木を調査し、そのうち４カ所に反応を示し
ました。現在、シロアリ探知犬が反応した樹木を掘り起こし

て確認作業を行なってい
ます。ここからイエシロア
リの巣が見つかれば、人間
では探知不能であった樹木
に対しても調査可能である
と実証されたことになるた
め、小笠原のイエシロアリ
調査にシロアリ探知犬を活
用していく可能性がありま
す。当社においても、家屋だ
けでなく地域に生息するシ
ロアリの生息実態調査への
活用を検討してまいります。

シロアリプレスセミナーより
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業績推移

損益の状況

売上高
12,669

第42期

営業利益
2,299

営業利益
2,332

経常利益
2,339 当期純利益

1,485

法人税等
854

営業外収支
7

経常利益
2,349 当期純利益

1,412

（2014年4月1日から2015年3月31日まで） （2015年4月1日から2016年3月31日まで）
第43期

売上高
13,273

売上原価
3,774

販売費及び
一般管理費
7,166

第41期

11.2

第42期 第43期

1,4851,4121,378

11.110.7

当期純利益 売上高当期純利益率

（単位：百万円/%）

当期純利益／
売上高当期純利益率

営業利益
売上高営業利益率

第41期 第42期 第43期

2,332 2,3392,299 2,349
2,570 2,566

売上高経常利益率

17.6
19.9

19.9

経常利益

17.6

18.5

18.2

（単位：百万円/%）

営業利益／経常利益／
売上高営業利益率／売上高経常利益率

（単位：百万円）

第41期 第42期 第43期

13,27312,66912,924

（単位：百万円）

売上高

財務情報
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詳細な情報はこちら

資産、負債・純資産の状況 キャッシュ・フローの状況

第43期
（2016年3月31日現在）

資産合計
14,025

流動資産
8,427

固定資産
5,597

資産合計
12,749

流動資産
7,141

固定資産
5,608

第42期
（2015年3月31日現在）

第43期
（2016年3月31日現在）

負債・純資産合計
14,025
流動負債
2,412

純資産
10,359

第42期
（2015年3月31日現在）

固定負債 1,253

負債・純資産合計
12,749
流動負債
2,216

純資産
9,268

固定負債 1,264

現金及び現金同等物の
期首残高

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物の
期末残高

5,021

6,156

1,648

△483

△29

（             ）2015年4月 1日から
2016年3月31日まで第43期

1株当たり当期純利益

第41期 第42期 第43期

120.37

839.36

115.22

750.99

114.26

668.66

1株当たり純資産

（単位：円）（単位：百万円/%）

1株当たり当期純利益／
1株当たり純資産

第41期

73.9

第42期 第43期

14,025

10,359
12,749

9,268

12,006

8,154

72.767.9

総資産 自己資本比率純資産

（単位：百万円） （単位：百万円）

（単位：百万円）

資産の部 負債・純資産の部

純資産／総資産／自己資本比率

アサンテ　IR情報 ➡

指標

自己資本当期純利益率

第41期

18.2
15.1

第42期 第43期

総資産経常利益率

22.7

17.5

16.2

19.0

（単位：%）

自己資本当期純利益率／
総資産経常利益率
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（2016年6月22日現在）会社概要 役員

商 号
証券コード
本 社
創 業
設 立
資 本 金
従 業 員

▪�東北・福島支店（山形・宮城・福島）、新潟支店、茨城
支店、北関東支店（栃木・群馬・埼玉）、長野支店、東
京支店、神奈川支店、千葉支店、静岡支店（静岡・山
梨）、愛知支店（愛知・三重）、岐阜支店（岐阜・滋賀）、
京都支店、奈良支店、和歌山支店
・・・・・・・・・・・・�【支店14ヵ所、営業所55ヵ所】

▪その他� ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�【4ヵ所】
▪合計７3ヵ所

代 表 取 締 役 社 長
専 務 取 締 役
常務取締役経営企画室長
取 締 役 経 理 部 長
取 締 役 人 事 部 長
取締役人材開発部長
取 締 役
取 締 役
常 勤 監 査 役
監 査 役
監 査 役

株式会社アサンテ
6073
東京都新宿区新宿一丁目33番15号
1970年5月
1973年9月
11億円
937名

宗政　　誠
渋谷　　健一
飯柴　　正美
亀山　　彰
西山　　敦
宮内　　征
内田　　勝巳
堂垣内　重晴
犬飼　　由喜夫
櫛田　　泰彦
黒澤　　誠一

（2016年3月31日現在）

会社概要

全国73
支店・営業所

2014年4月
和歌山支店開設

2013年4月
京都支店開設

2015年4月
奈良支店開設

営業拠点（2016年3月31日現在）
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株式の状況

配当政策

株式分布状況

　当社は、株主の皆様に対する利益還元を最優先に考え、安定的な配
当の維持を基本として配当性向、企業体質の強化及び内部留保の充実
等を総合的に勘案することを配当政策の基本方針としています。
　2016年３月期の期末配当金につきましては、前期比8円増配して１株
当たり40円といたしました。

発行可能株式総数
発行済株式の総数
株 主 数

大株主

42,000,000株
12,341,900株

8,179名

株　主　名 持株数（株） 持株比率（%）

株式会社ムネマサ 3,750,000 30.38

宗政　誠 856,425 6.93

日本マスタートラスト
信託銀行株式会社（信託口） 608,100 4.92

ノーザン�トラスト�カンパニー�エイブイエフシー
リ�フィデリティ�ファンズ 571,600 4.63

ステート�ストリート�バンク�アンド�
トラスト�カンパニー�505224 427,100 3.46

渋谷　健一 361,000 2.92

アサンテ従業員持株会 343,775 2.78

日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社（信託口） 246,200 1.99

宗政　ヨシ 225,000 1.82

宗政　和美 225,000 1.82

第39期 第41期第40期 第43期第42期

17.515.7

33.2

21.9

■1株当たり配当金及び配当性向
配当金 配当性向

15 20 25

40
32

27.8

＋8円
増配

（単位：円/%）

　0.83% 0.38% 0.27% 0.70%

97.82%

■ 所有者別株主分布状況

8,001名個人その他
68名外国法人等
31名金融機関
22名金融商品取引業者
57名一般法人

0.92%

31.97%

18.45%16.95%

31.71%

■ 所有者別株式分布状況

3,913,804株個人その他
2,276,996株外国法人等
2,092,100株金融機関

113,199株金融商品取引業者
3,945,801株

＊自己株式68株は個人その他に含めております。

一般法人

株主数
8,179名
（100%）

株式数
12,341,900株
（100%）

（2016年3月31日現在） （2016年3月31日現在）

株式情報

10

010_0013401302806.indd   10 2016/06/15   9:59:55



東京都新宿区新宿一丁目33番15号
03-3226-5511（大代表）

株主メモ

株主優待制度のご案内

事 業 年 度
定 時 株 主 総 会
定 時 株 主 総 会 基 準 日
期末配当金受領株主確定日
単 元 株 式 数
公 告 方 法

上 場 証 券 取 引 所
株 主 名 簿 管 理 人

１．株主優待制度導入の目的
株主の皆様の日頃のご支援に感謝するとともに、当社株式への投資魅力を
高め、より多くの株主様に、中長期的に当社株式を保有していただくことを
目的としています。

２．株主優待制度の内容
（１）対象となる株主様
毎年３月31日、９月30日現在の株主名簿に記録された１単元（100株）以上
保有されている株主様を対象としています。

（２）優待内容
対象となる株主様に対して、三菱UFJニコスギフトカード1,000円分を贈呈
する予定です。

（３）贈呈時期
毎年６月、12月の発送を予定しています。

4月1日から翌年3月31日まで
毎事業年度終了後3ヵ月以内
3月31日
3月31日
100株
当社の公告方法は、電子公告としています。
ただし事故その他やむを得ない事由により電子公告をすることができないときは、
日本経済新聞に掲載します。
当社の公告掲載URLは次のとおりです。
http://www.asante.co.jp/
東京証券取引所市場第一部（証券コード：6073）
東京都千代田区丸の内一丁目4番5号　三菱UFJ信託銀行株式会社

証券コード 6073

第43期
事業報告書
2015.04.01▶2016.03.31
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